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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ記憶手段に記憶されたコンテンツデータの内容を表示手段で表示させる情報処理
装置であって、
　前記コンテンツデータがデータ消去手段にて前記データ記憶手段から消去される対象か
否かに関する消去対象情報を生成する消去対象情報生成手段と、
　利用者による入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデータが前記データ記憶手段
から消去されるまでの期間または消去される日時が設定入力された場合に、前記コンテン
ツデータが前記データ記憶手段から消去される優先度を前記期間または前記日時を反映さ
せて設定し、前記期間または前記日時が設定入力されていない場合に、前記優先度を前記
期間または前記日時を反映させずに設定し、前記優先度に関する優先度情報を生成する優
先度情報生成手段と、
　前記コンテンツデータに対して設定された前記優先度が前記期間または前記日時を反映
させたものか否かに関する消去設定情報を生成する消去設定情報生成手段と、
　前記コンテンツデータの内容を認識し、この認識した内容に関する内容情報を生成する
内容情報生成手段と、
　前記消去対象情報と、前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報と、を有
するコンテンツ管理情報を生成してコンテンツ管理情報記憶手段に記憶させるコンテンツ
管理情報生成手段と、
　前記コンテンツ管理情報を前記コンテンツ管理情報記憶手段から取得するコンテンツ管
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理情報取得手段と、
　前記消去対象情報に基づいて前記消去される対象のコンテンツデータに関連付けられた
前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報と、前記コンテンツデータに対応
する優先度情報の優先度を変更する優先度変更処理を実施させる際に選択される優先度変
更選択情報とを表示手段で表示させ、前記消去される対象でないコンテンツデータに関連
付けられた前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報とを前記表示手段で表
示させない制御をする表示制御手段と、
　前記入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデータに対応する前記内容情報および
前記優先度変更選択情報を選択する旨の操作信号を取得すると、前記優先度変更処理を実
施する優先度変更処理手段と、を具備した
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記表示手段にて画面表示する１つの表示領域に複数のコンテン
ツデータに対応する前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報とを表示させ
る制御をする
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記優先度情報の優先度に対応する順序で前記優先度情報と、前
記消去設定情報と、前記内容情報とを表示させる制御をする
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記表示手段にて画面表示する１つの表示領域に、前記コンテン
ツデータを前記データ記憶手段から消去させるとともに前記コンテンツデータに対応する
前記コンテンツ管理情報を前記コンテンツ管理情報記憶手段から消去させる強制消去処理
を実施させる際に選択される強制消去選択情報と、前記優先度情報と、前記消去設定情報
と、前記内容情報と、を表示させる制御をし、
　前記入力手段の入力操作に基づき所定のコンテンツデータに対応する前記内容情報およ
び前記強制消去選択情報を選択する旨の操作信号を取得すると、前記強制消去処理を実施
する強制消去処理手段を具備した
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記表示手段にて画面表示する１つの表示領域に、前記コンテン
ツデータに対応する前記消去対象情報を前記消去の対象でない旨に変更する消去対象除外
処理を実施させる際に選択される対象除外選択情報と、前記優先度情報と、前記消去設定
情報と、前記内容情報と、を表示させる制御をし、
　前記入力手段の入力操作に基づき所定のコンテンツデータに対応する前記内容情報およ
び前記対象除外選択情報を選択する旨の操作信号を取得すると、前記消去対象除外処理を
実施する除外処理手段を具備した
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記内容情報を前記優先度情報の優先度に対応する表示形態で表
示させる制御をする
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
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　前記表示制御手段は、前記表示形態で表示させる制御として、前記内容情報の表示形態
における明度、色相、および、彩度のうちの少なくともいずれか１つを前記優先度情報の
優先度に対応する形態に設定して表示させる制御をする
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記表示形態で表示させる制御として、前記内容情報の表示形態
における表示の大きさを前記優先度情報の優先度に対応する形態に設定して表示させる制
御をする
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記コンテンツ管理情報は、前記コンテンツデータが再生された状態および編集された
状態のうちの少なくともいずれか一方の状態に関する処理状態情報を有し、
　前記優先度情報生成手段は、前記処理状態情報の前記少なくともいずれか一方の状態に
基づいて前記優先度を設定する
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項９のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記優先度情報生成手段は、前記内容情報の内容に基づいて前記優先度を設定する
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の情報処理装置であって、
　前記内容情報は、前記コンテンツデータのジャンルに関するジャンル情報を有し、
　前記優先度情報生成手段は、前記ジャンル情報のジャンルに基づいて前記優先度を設定
する
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項１２】
　請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記入力手段の入力操作に基づき設定入力される所定のキーワードに関するキーワード
情報を取得するキーワード情報取得手段と、
　前記内容情報の内容および前記キーワード情報のキーワードの関連性を認識する関連性
認識手段と、
　を具備し、
　前記優先度情報生成手段は、前記関連性に基づいて前記優先度を設定する
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項１３】
　請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記コンテンツ管理情報は、前記コンテンツデータが前記データ記憶手段に記憶されて
から経過した時間に関する経過時間情報と、前記コンテンツデータが再生された状態およ
び編集された状態のうちの少なくともいずれか一方の状態に関する処理状態情報と、のう
ちの少なくともいずれか一方を有し、
　前記優先度情報生成手段は、前記内容情報の内容に対応する内容対応数値を認識すると
ともに、前記経過時間情報の時間および前記処理状態情報の前記少なくともいずれか一方
の状態のうちのいずれか一方に対応するデータ状態対応数値を認識し、前記内容対応数値
および前記データ状態対応数値に基づいて前記優先度に対応する優先度対応数値を演算し
て設定する
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項１４】
　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載の情報処理装置であって、
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　前記データ消去手段は、前記データ記憶手段に記憶可能なコンテンツデータ量が所定量
であることを認識すると、前記消去される対象のコンテンツデータを前記データ記憶手段
から消去する
　ことを特徴とした情報処理装置。
【請求項１５】
　演算手段により、データ記憶手段に記憶されたコンテンツデータの内容を表示手段で表
示させる情報処理方法であって、
　前記演算手段は、
　前記コンテンツデータがデータ消去手段にて前記データ記憶手段から消去される対象か
否かに関する消去対象情報を生成し、
　利用者による入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデータが前記データ記憶手段
から消去されるまでの期間または消去される日時が設定入力された場合に、前記コンテン
ツデータが前記データ記憶手段から消去される優先度を前記期間または前記日時を反映さ
せて設定し、前記期間または前記日時が設定入力されていない場合に、前記優先度を前記
期間または前記日時を反映させずに設定し、前記優先度に関する優先度情報を生成し、
　前記コンテンツデータに対して設定された前記優先度が前記期間または前記日時を反映
させたものか否かに関する消去設定情報を生成し、
　前記コンテンツデータの内容を認識し、この認識した内容に関する内容情報を生成し、
　前記消去対象情報と、前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報と、を有
するコンテンツ管理情報を生成してコンテンツ管理情報記憶手段に記憶させ、
　前記コンテンツ管理情報を前記コンテンツ管理情報記憶手段から取得し、
　前記消去対象情報に基づいて前記消去される対象のコンテンツデータに関連付けられた
前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報と、前記コンテンツデータに対応
する優先度情報の優先度を変更する優先度変更処理を実施させる際に選択される優先度変
更選択情報とを表示手段で表示させ、前記消去される対象でないコンテンツデータに関連
付けられた前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報とを前記表示手段で表
示させない制御をし、
　前記入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデータに対応する前記内容情報および
前記優先度変更選択情報を選択する旨の操作信号を取得すると、前記優先度変更処理を実
施する
　ことを特徴とする情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ記憶手段に記憶されたコンテンツデータが自動的に消去される対象か
否かを認識させる情報処理装置、および、情報処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビ放送番組などのコンテンツを予約に基づいて録画する構成が知られている
（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この特許文献１に記載のものは、所定の番組の録画を命令する信号に基づいて、この番
組の録画時間を認識する。さらに、最大録画時間、番組群消去可否基準、番組録画状態、
使用時間合計などの項目から構成される番組管理情報を参照して、この番組のコンテンツ
をもつデータの記録媒体への書き込みを実行する時点において、記録媒体に十分な空き容
量が存在しているか否かを認識する。そして、十分な空き容量が存在しないことを認識す
ると、番組群消去可否基準が「消去不可」ではなく「消去可」である番組のコンテンツを
もつデータを消去する。また、この番組管理情報をＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）に適宜表
示させる。
【０００４】
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【特許文献１】特開２００１－１６０２６４号公報（第６右欄－第１３右欄、図７）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述したような特許文献１のような構成では、自動消去可能なコンテンツお
よび自動消去不可能なコンテンツに関する各種情報が番組管理情報として合わせて表示さ
れる。このため、例えば多数のコンテンツを録画した場合、多数のコンテンツに関する各
種情報が番組管理情報として表示され、自動消去されてしまうコンテンツの認識が困難に
なるおそれがあるという問題点が一例として挙げられる。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みて、自動的に消去されるコンテンツデータの認識が容易
な情報処理装置、および、情報処理方法を提供することを１つの目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、データ記憶手段に記憶されたコンテンツデータの内容を表示
手段で表示させる情報処理装置であって、前記コンテンツデータがデータ消去手段にて前
記データ記憶手段から消去される対象か否かに関する消去対象情報を生成する消去対象情
報生成手段と、利用者による入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデータが前記デ
ータ記憶手段から消去されるまでの期間または消去される日時が設定入力された場合に、
前記コンテンツデータが前記データ記憶手段から消去される優先度を前記期間または前記
日時を反映させて設定し、前記期間または前記日時が設定入力されていない場合に、前記
優先度を前記期間または前記日時を反映させずに設定し、前記優先度に関する優先度情報
を生成する優先度情報生成手段と、前記コンテンツデータに対して設定された前記優先度
が前記期間または前記日時を反映させたものか否かに関する消去設定情報を生成する消去
設定情報生成手段と、前記コンテンツデータの内容を認識し、この認識した内容に関する
内容情報を生成する内容情報生成手段と、前記消去対象情報と、前記優先度情報と、前記
消去設定情報と、前記内容情報と、を有するコンテンツ管理情報を生成してコンテンツ管
理情報記憶手段に記憶させるコンテンツ管理情報生成手段と、前記コンテンツ管理情報を
前記コンテンツ管理情報記憶手段から取得するコンテンツ管理情報取得手段と、前記消去
対象情報に基づいて前記消去される対象のコンテンツデータに関連付けられた前記優先度
情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報と、前記コンテンツデータに対応する優先度
情報の優先度を変更する優先度変更処理を実施させる際に選択される優先度変更選択情報
とを表示手段で表示させ、前記消去される対象でないコンテンツデータに関連付けられた
前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報とを前記表示手段で表示させない
制御をする表示制御手段と、前記入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデータに対
応する前記内容情報および前記優先度変更選択情報を選択する旨の操作信号を取得すると
、前記優先度変更処理を実施する優先度変更処理手段と、を具備したことを特徴とした情
報処理装置である。
【０００８】
　請求項１５に記載の発明は、演算手段により、データ記憶手段に記憶されたコンテンツ
データの内容を表示手段で表示させる情報処理方法であって、前記演算手段は、前記コン
テンツデータがデータ消去手段にて前記データ記憶手段から消去される対象か否かに関す
る消去対象情報を生成し、利用者による入力手段の入力操作に基づき前記コンテンツデー
タが前記データ記憶手段から消去されるまでの期間または消去される日時が設定入力され
た場合に、前記コンテンツデータが前記データ記憶手段から消去される優先度を前記期間
または前記日時を反映させて設定し、前記期間または前記日時が設定入力されていない場
合に、前記優先度を前記期間または前記日時を反映させずに設定し、前記優先度に関する
優先度情報を生成し、前記コンテンツデータに対して設定された前記優先度が前記期間ま
たは前記日時を反映させたものか否かに関する消去設定情報を生成し、前記コンテンツデ
ータの内容を認識し、この認識した内容に関する内容情報を生成し、前記消去対象情報と
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、前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容情報と、を有するコンテンツ管理情
報を生成してコンテンツ管理情報記憶手段に記憶させ、前記コンテンツ管理情報を前記コ
ンテンツ管理情報記憶手段から取得し、前記消去対象情報に基づいて前記消去される対象
のコンテンツデータに関連付けられた前記優先度情報と、前記消去設定情報と、前記内容
情報と、前記コンテンツデータに対応する優先度情報の優先度を変更する優先度変更処理
を実施させる際に選択される優先度変更選択情報とを表示手段で表示させ、前記消去され
る対象でないコンテンツデータに関連付けられた前記優先度情報と、前記消去設定情報と
、前記内容情報とを前記表示手段で表示させない制御をし、前記入力手段の入力操作に基
づき前記コンテンツデータに対応する前記内容情報および前記優先度変更選択情報を選択
する旨の操作信号を取得すると、前記優先度変更処理を実施することを特徴とする情報処
理方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に、本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。本実施の形態では、本発明
の情報処理装置を備えた記録再生装置を例示して説明するが、これに限らず、コンテンツ
データを記録するのみの記録装置、さらには記録装置や記録再生装置に記録されたコンテ
ンツデータに対する各種処理を実施する独立した情報処理装置などとしても適用できる。
なお、本実施の形態において、利用者により設定入力される録画開始日時や録画終了日時
あるいはチャンネルなどに基づく例えばテレビ放送番組や映画などを含むコンテンツの録
画予約を、手動録画予約と称して説明する。また、ＥＰＧ（Electric Program Guide）デ
ータおよび利用者により設定入力されるキーワードに基づくこのキーワードに関連するコ
ンテンツの録画予約を、自動録画予約と適宜称して説明する。図１は、本実施の形態にお
けるコンテンツ記録再生システムの概略構成を示すブロック図である。図２は、録画予約
リスト情報の概略構成を示す模式図である。図３は、コンテンツ管理リスト情報の概略構
成を示す模式図である。図４は、記録再生装置を構成するＣＰＵの概略構成を示す模式図
である。図５は、消去全体リスト画面の概略構成を示す模式図である。図６は、大種別選
択画面の概略構成を示す模式図である。図７は、小種別選択画面の概略構成を示す模式図
である。図８は、延期日数変更前の小種別リスト画面の概略構成を示す模式図である。図
９は、延期日数変更後の小種別リスト画面の概略構成を示す模式図である。
【００１０】
〔コンテンツ記録再生システムの構成〕
　図１において、１００はコンテンツ記録再生システム（以下、記録再生システムと称す
）で、この記録再生システムは、例えばテレビ放送番組などのコンテンツの音声データ、
映像データ、データ放送用データなどを有するコンテンツデータを記録したり、記録した
コンテンツデータを再生したりするシステムである。そして、記録再生システム１００は
、記録再生装置２００と、出力装置３００と、を備えている。
【００１１】
　出力装置３００は、例えばパーソナルコンピュータ、テレビ、携帯電話、ＰＤＡ（Pers
onal Digital Assistant）などが例示できる。この出力装置３００は、記録再生装置２０
０から入力されるコンテンツを受信して出力する。そして、この出力装置３００としては
、例えば、音声データを音声として出力させる構成、あるいは、映像データ、放送用デー
タ、ＥＰＧデータ、合成データなどを画面表示させる構成、さらには図１に示すように、
音声出力する構成である音声出力部３１０と画面表示させる構成である表示手段としての
表示部３２０の双方を備えた構成など、いずれの構成が適用できる。
【００１２】
　記録再生装置２００は、放送波を利用して送信されるコンテンツの手動録画予約や自動
録画予約に基づく録画処理を適宜実施するとともに、この録画されたコンテンツを出力装
置３００で出力させる処理をする。さらに、記録再生装置２００は、録画したコンテンツ
を適宜自動的に消去（以下、自動消去と称す）するとともに、この自動消去の対象のコン
テンツに関する各種情報を出力装置３００で出力させる。そして、記録再生装置２００は
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、通信手段２１０と、デジタル処理部２２０と、デコーダ２３０と、データ消去手段とし
ても機能する記録再生処理手段２５０と、入力手段２６０と、データ記憶手段としてのハ
ードディスクドライブ（Hard Disk Drive；ＨＤＤ）２７０と、コンテンツ管理情報記憶
手段としてのメモリ２８０と、演算手段としてのＣＰＵ（Central Processing Unit）２
９０と、などを備えている。
【００１３】
　通信手段２１０は、デジタル処理部２２０と、ＣＰＵ２９０と、などに接続されている
。この通信手段２１０は、外部から入力されるコンテンツデータなどの各種情報を取得し
たり、取得しているコンテンツデータなどの各種情報を外部へ適宜出力したりする。そし
て、この通信手段２１０は、放送波を受信するアンテナ２１１が接続され、アンテナ２１
１から送信される例えば複数のチャンネルに対応するアナログの各種データから所定のチ
ャンネルに対応するコンテンツデータやＥＰＧデータなどを取得して、デジタルに変換し
てデジタル処理部２２０へ出力する。なお、通信手段２１０に、例えば地上波デジタル放
送や衛星デジタル放送などでＴＳ（Transport Stream）として配信されるコンテンツデー
タを取得して、デジタル処理部２２０へ出力する機能を設ける構成としてもよい。
【００１４】
　ここで、ＥＰＧデータは、各コンテンツにそれぞれ関する例えばテキスト形式の複数の
番組関連情報が１つのデータとして構成されたテーブル構造である。そして、番組関連情
報は、チャンネル番号や放送局名などに関するチャンネル情報と、番組名などに関するタ
イトル情報と、番組詳細すなわち例えば番組の内容や出演者などに関する番組詳細情報と
、番組の放送開始日時および放送終了日時に関する放送日時情報と、例えば「スポーツ」
、「ドラマ」など番組のジャンルに関するジャンル情報と、などを備えている。
【００１５】
　デジタル処理部２２０は、デコーダ２３０と、記録再生処理手段２５０と、ＣＰＵ２９
０と、などに接続されている。このデジタル処理部２２０は、通信手段２１０からのコン
テンツデータを音声データ、映像データなどに適宜分離して出力する。具体的には、デジ
タル処理部２２０は、通信手段２１０からコンテンツデータを取得して、このコンテンツ
データを適宜処理して記録再生処理手段２５０へ出力する。また、通信手段２１０からＥ
ＰＧデータを取得して、デコーダ２３０や記録再生処理手段２５０へ出力する。さらに、
デジタル処理部２２０は、通信手段２１０や記録再生処理手段２５０からコンテンツデー
タを取得すると、このコンテンツデータを音声データと、映像データと、データ放送用デ
ータと、などに適宜分離してデコーダ２３０へ出力する。
【００１６】
　デコーダ２３０は、ＣＰＵ２９０と、出力装置３００と、などに接続されている。この
デコーダ２３０は、デジタル処理部２２０から音声データと、映像データと、データ放送
用データと、ＥＰＧデータと、を適宜取得する。そして、これら各種データを処理して、
出力装置３００へ出力する。
【００１７】
　記録再生処理手段２５０は、ＨＤＤ２７０と、ＣＰＵ２９０と、などに接続されている
。そして、記録再生処理手段２５０は、デジタル処理部２２０からのコンテンツデータや
ＥＰＧデータを適宜取得してＨＤＤ２７０へ記憶させる。また、ＨＤＤ２７０へ記憶させ
たコンテンツデータを適宜取得して、通信手段２１０やデジタル処理部２２０へ出力する
。
【００１８】
　入力手段２６０は、ＣＰＵ２９０などに接続されている。この入力手段２６０は、図示
しないケース体の例えば正面に臨んで入力操作可能に配設された図示しない各種操作ボタ
ンや操作つまみなどを有している。そして、入力手段２６０は、設定事項の入力操作によ
り、各種情報を操作信号としてＣＰＵ２９０へ送信して設定させる。
【００１９】
　ＨＤＤ２７０は、ＣＰＵ２９０などに接続されている。なお、ＨＤＤ２７０の代わりに
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、ＤＶＤなどの光ディスク、光磁気ディスク、メモリカードなどの着脱可能、さらには固
定のメモリなど、各種記録媒体に各種情報を読み出し可能に記憶するドライブやドライバ
などを備えた構成などとしてもよい。このＨＤＤ２７０は、記録再生処理手段２５０から
入力されるコンテンツデータやＥＰＧデータなどを適宜読み出し可能に記憶する。すなわ
ち、ＨＤＤ２７０は、コンテンツデータを記憶する図示しないデータ記憶領域と、ＥＰＧ
データを記憶する図示しないＥＰＧ記憶領域と、を備えている。なお、これら各記憶領域
は、メモリ２８０に記憶されて構築される構成としてもよい。
【００２０】
　メモリ２８０は、通信手段２１０から出力される所望のコンテンツデータを取得して記
録する際や、記録したコンテンツデータを再生する際に必要な各種データなどを適宜読み
出し可能に記憶する。また、メモリ２８０は、図示しない、録画予約記憶領域と、管理情
報記憶領域と、などを備えている。なお、これら各記憶領域は、ＨＤＤ２７０に記憶され
て構築される構成としてもよい。
【００２１】
　録画予約記憶領域は、例えば図２に示すような録画予約リスト情報４００を適宜読み出
し可能に記憶する。この録画予約リスト情報４００は、手動録画予約や自動録画予約のリ
ストに関する情報である。そして、録画予約リスト情報４００は、予約数情報４１０と、
少なくとも１つの予約情報４２０と、などが１つのデータ構造として関連付けられて構成
されている。
【００２２】
　予約数情報４１０は、予約情報４２０の総数Ｘに関する情報である。この予約数情報４
１０で示される総数Ｘは、ＣＰＵ２９０による手動録画予約や自動録画予約が追加される
設定により１だけ加算され、手動録画予約や自動録画予約に基づいた録画が終了した際な
どに１だけ減算される。
【００２３】
　予約情報４２０は、手動録画予約または自動録画予約に関する情報である。この予約情
報４２０は、ＣＰＵ２９０により、手動録画予約や自動録画予約が設定された際に録画予
約リスト情報４００に組み込まれ、手動録画予約や自動録画予約に基づいた録画が終了し
た際などに録画予約リスト情報４００から削除される。そして、予約情報４２０は、予約
基本情報４２１と、予約タイトル情報４２２と、予約ジャンル情報４２３と、設定自動予
約フラグ４２４と、設定自動消去フラグ４２５と、設定自動制御フラグ４２６と、設定消
去日数情報４２７と、などが１つのデータ構造として関連付けられて構成されている。こ
こで、設定自動制御フラグ４２６および設定消去日数情報４２７は、予約情報４２０に組
み込まれないことがある。
【００２４】
　予約基本情報４２１は、手動録画予約や自動録画予約に基づく録画処理を実施する際に
利用される各種情報である。この予約基本情報４２１は、録画開始日時に関する録画開始
日時情報４２１Ａと、録画終了日時に関する録画終了日時情報４２１Ｂと、録画するチャ
ンネルに関する予約チャンネル情報４２１Ｃと、などが１つのデータ構造として関連付け
られて構成されている。予約タイトル情報４２２は、コンテンツのタイトルに関する情報
である。予約ジャンル情報４２３は、録画されるコンテンツのジャンルに関する情報であ
る。設定自動予約フラグ４２４は、録画予約が自動録画予約か否かを示すフラグ情報であ
る。具体的には、設定自動予約フラグ４２４が「０」であれば手動録画予約であることを
示し、「１」であれば自動録画予約であることを示す。設定自動消去フラグ４２５は、コ
ンテンツが自動消去の対象か否かを示すフラグ情報である。具体的には、設定自動消去フ
ラグ４２５が「０」であれば自動消去の対象でないことを示し、「１」であれば自動消去
の対象であることを示す。設定自動制御フラグ４２６は、コンテンツの自動消去が自動制
御消去か否かを示すフラグ情報である。具体的には、設定自動制御フラグ４２６が「０」
であれば手動制御消去であることを示し、「１」であれば自動制御消去であることを示す
。設定消去日数情報４２７は、コンテンツを録画してから自動消去するまでの日数（以下
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、消去日数と称す）に関する情報である。この設定消去日数情報４２７には、コンテンツ
の自動消去が後述する手動制御消去の場合に日数が記載され、後述する自動制御消去の場
合に日数が記載されない。
【００２５】
　管理情報記憶領域は、例えば図３に示すようなコンテンツ管理リスト情報５００を適宜
読み出し可能に記憶する。このコンテンツ管理リスト情報５００は、ＨＤＤ２７０に録画
されたコンテンツに対応する情報のリストに関する情報である。そして、コンテンツ管理
リスト情報５００は、録画数情報５１０と、少なくとも１つのコンテンツ管理情報５２０
と、などが１つのデータ構造として関連付けられて構成されている。
【００２６】
　録画数情報５１０は、ＨＤＤ２７０に録画されたコンテンツの総数Ｙに関する情報であ
る。この録画数情報５１０で示される総数Ｙは、コンテンツが録画された際に１だけ加算
され、コンテンツが消去された際に１だけ減算される。
【００２７】
　コンテンツ管理情報５２０は、ＨＤＤ２７０のコンテンツに対応する情報である。この
コンテンツ管理情報５２０は、ＣＰＵ２９０により、ＨＤＤ２７０にコンテンツが録画さ
れた際にコンテンツ管理リスト情報５００に組み込まれ、ＨＤＤ２７０からコンテンツが
消去された際にコンテンツ管理リスト情報５００から削除される。そして、コンテンツ管
理情報５２０は、コンテンツＩＤ（Identity）情報５２１と、コンテンツ基本情報５２２
と、自動予約フラグ５２３と、消去対象情報としての自動消去フラグ５２４と、自動制御
フラグ５２５と、優先度情報としての消去ポイント情報５２６と、演算用情報５２７と、
などが１つのデータ構造として関連付けられて構成されている。なお、自動予約フラグ５
２３、自動消去フラグ５２４、および、自動制御フラグ５２５は、設定自動予約フラグ４
２４、設定自動消去フラグ４２５、および、設定自動制御フラグ４２６とそれぞれ同様の
フラグ情報なので、それらについては説明を簡略化する。
【００２８】
　コンテンツＩＤ情報５２１は、ＨＤＤ２７０のコンテンツデータに固有に付与された番
号や文字列などに関する識別情報である。コンテンツ基本情報５２２は、コンテンツＩＤ
情報５２１で特定されるコンテンツに関する情報である。このコンテンツ基本情報５２２
は、録画した日時に関する録画処理日時情報５２２Ａと、コンテンツのチャンネルに関す
る内容情報としての録画チャンネル情報５２２Ｂと、タイトルに関する内容情報としての
録画タイトル情報５２２Ｃと、ジャンルに関するジャンル情報である内容情報としての録
画ジャンル情報５２２Ｄと、などが１つのデータ構造として関連付けられて構成されてい
る。なお、録画処理日時情報５２２Ａおよび後述する現在日時情報にて、本発明の経過時
間情報が構成されている。
【００２９】
　自動予約フラグ５２３は、コンテンツが自動録画予約で録画されたか否かを示すフラグ
情報である。自動消去フラグ５２４は、コンテンツが自動消去の対象か否かを示すフラグ
情報である。この自動消去フラグ５２４の設定は、ＣＰＵ２９０により適宜変更される。
自動制御フラグ５２５は、コンテンツの自動消去が自動制御消去か否かを示すフラグ情報
である。消去ポイント情報５２６は、演算用情報５２７の各種情報に基づいて演算され、
コンテンツが自動消去されるまでの残存期間（以下、自動消去残存期間と略す）の長さに
対応する優先度対応数値としての消去ポイントに関する情報である。この消去ポイントは
、値が大きいほど自動消去残存期間が長い旨すなわち自動消去の優先度が低い旨を示し、
値が小さいほど自動消去残存期間が短い旨すなわち自動消去の優先度が高い旨を示す。な
お、消去ポイントは、ＣＰＵ２９０により適宜更新される。演算用情報５２７は、消去ポ
イントの演算に利用される情報である。この演算用情報５２７は、コンテンツの再生回数
、すなわち視聴回数に関する処理状態情報としての視聴回数情報５２７Ａと、コンテンツ
を消去するまでの日数に関する消去日数情報５２７Ｂと、コンテンツを自動消去するまで
の期間を延期する日数（以下、延期日数と称す）に関する延期日数情報５２７Ｃと、など
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が１つのデータ構造として関連付けられて構成されている。消去日数情報５２７Ｂには、
コンテンツの自動消去が手動制御消去の場合に日数が記載され、自動制御消去の場合に日
数が記載されない。なお、視聴回数情報５２７Ａの代わりに、視聴されたか否かを示す視
聴フラグ情報を組み込む構成としてもよい。
【００３０】
　さらに、メモリ２８０は、記録再生装置２００全体を動作制御するＯＳ（Operating Sy
stem）上に展開される各種プログラムなどを適宜読み出し可能に記憶している。なお、メ
モリ２８０としては、ＨＤ、ＤＶＤ、光ディスクなどの着脱可能な記録媒体に読み出し可
能に記憶するドライブやドライバなどを備えた構成としてもよい。
【００３１】
　ＣＰＵ２９０は、各種構成が接続され、各構成の動作を制御する。このＣＰＵ２９０は
、例えば図４に示すように、各種プログラムとして、録画予約設定手段２９１と、録画制
御手段２９２と、コンテンツ管理手段２９３と、再生制御手段２９４と、計時手段２９５
と、などを備えている。
【００３２】
　録画予約設定手段２９１は、入力手段２６０から操作信号として送信される自動録画要
求情報に基づいて、自動録画予約に関する予約情報４２０を生成する。具体的には、録画
予約設定手段２９１は、通信手段２１０で取得したＥＰＧデータをＨＤＤ２７０に適宜記
憶させる。そして、録画予約設定手段２９１は、自動録画要求情報を取得すると、この自
動録画要求情報に記載されたキーワードを認識するとともに、ＨＤＤ２７０のＥＰＧデー
タを取得する。さらに、認識したキーワードに一致あるいは関連する番組名、番組記述、
ジャンル、シリーズ名などのコンテンツに関する番組関連情報をＥＰＧデータから検索す
る。そして、録画予約設定手段２９１は、この検索した番組関連情報の各種情報に基づい
て録画開始日時情報４２１Ａ、録画終了日時情報４２１Ｂ、予約チャンネル情報４２１Ｃ
を組み込んだ予約基本情報４２１と、予約タイトル情報４２２と、予約ジャンル情報４２
３と、をそれぞれ生成する。さらに、自動録画予約である旨を示す「１」の設定自動予約
フラグ４２４を生成する。
【００３３】
　そして、録画予約設定手段２９１は、自動録画要求情報にコンテンツの自動消去を実施
しない旨の要求が記載されている場合、その旨を示す「０」の設定自動消去フラグ４２５
を生成する。さらに、各情報４２１～４２３、各フラグ４２４，４２５を組み込んだ予約
情報４２０を生成する。ここで、キーワードに関連するコンテンツの番組関連情報を複数
検索した場合、各コンテンツにそれぞれ対応する予約情報４２０を生成する。そして、こ
の予約情報４２０を録画予約リスト情報４００に組み込むとともに、この組み込んだ予約
情報４２０の数を予約数情報４１０の総数Ｘに加算する。さらに、自動消去を自動制御消
去により実施する旨の要求が記載されている場合、その旨を示すそれぞれ「１」の設定自
動消去フラグ４２５および設定自動制御フラグ４２６を生成する。そして、各情報４２１
～４２３、各フラグ４２４～４２６を組み込んだ予約情報４２０を生成する。また、自動
消去を手動制御消去により実施する旨の要求が記載されている場合、その旨を示す「１」
の設定自動消去フラグ４２５および「０」の設定自動制御フラグ４２６を生成する。さら
に、手動制御消去で実施する旨の要求とともに記載される自動消去するまでの日数を記載
した設定消去日数情報４２７を生成する。そして、各情報４２１～４２３，４２７、各フ
ラグ４２４～４２６を組み込んだ予約情報４２０を生成して、録画予約リスト情報４００
に組み込むとともに、予約数情報４１０を更新する。
【００３４】
　さらに、録画予約設定手段２９１は、入力手段２６０から操作信号として送信される手
動録画要求情報に基づいて、手動録画予約に関する予約情報４２０を生成する。具体的に
は、録画予約設定手段２９１は、手動録画要求情報を取得すると、この手動録画要求情報
に記載された録画開始日時、録画終了日時、チャンネルに基づいて、各情報４２１Ａ，４
２１Ｂ，４２１Ｃを組み込んだ予約基本情報４２１を生成する。また、例えばＨＤＤ２７
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０のＥＰＧデータのタイトル情報およびジャンル情報に基づいて、予約基本情報４２１に
対応するコンテンツのタイトルおよびジャンルを認識し、これらに関する各情報４２２，
４２３を生成する。さらに、手動録画予約である旨を示す「０」の設定自動予約フラグ４
２４を生成する。
【００３５】
　そして、録画予約設定手段２９１は、手動録画要求情報にコンテンツの自動消去を実施
しない旨の要求が記載されている場合、「０」の設定自動消去フラグ４２５を生成する。
さらに、各情報４２１～４２３、各フラグ４２４，４２５を組み込んだ予約情報４２０を
録画予約リスト情報４００に組み込むとともに、予約数情報４１０を更新する。さらに、
自動消去を自動制御消去により実施する旨の要求が記載されている場合、それぞれ「１」
の各フラグ４２５，４２６を生成し、各情報４２１～４２３、各フラグ４２４～４２６を
組み込んだ予約情報４２０を生成する。また、自動消去を手動制御消去により実施する旨
の要求が記載されている場合、「１」の設定自動消去フラグ４２５と、「０」の設定自動
制御フラグ４２６と、この要求とともに記載される自動消去するまでの日数を記載した設
定消去日数情報４２７と、各情報４２１～４２３と、を組み込んだ予約情報４２０を生成
する。そして、この生成した予約情報４２０を録画予約リスト情報４００に組み込むとと
もに、予約数情報４１０を更新する。
【００３６】
　録画制御手段２９２は、通信手段２１０、デジタル処理部２２０、記録再生処理手段２
５０などの動作を制御して、所望のテレビ放送番組のコンテンツデータを受信してＨＤＤ
２７０に適宜読み出し可能に記憶させる処理をする。具体的には、録画制御手段２９２は
、入力手段２６０における入力操作に基づく操作信号により現在受信しているコンテンツ
データを記憶、あるいは、計時手段２９５で計時する現在時刻が予約情報４２０における
録画開始日時情報４２１Ａの録画開始日時となるコンテンツデータを受信させて記憶させ
る処理をする。そしてコンテンツデータを記憶させる処理すなわち録画処理を実施すると
、このコンテンツデータに固有の番号や文字列などを付与する。
【００３７】
　コンテンツ管理手段２９３は、録画したコンテンツに関する各種情報を出力装置３００
で表示させたり、コンテンツの消去する処理などを実施する。そして、コンテンツ管理手
段２９３は、管理情報生成手段２９３Ａと、優先度情報生成手段としての消去ポイント演
算手段２９３Ｂと、コンテンツ管理情報取得手段としても機能する表示制御手段であるリ
スト表示制御手段２９３Ｃと、強制消去処理手段、除外処理手段、および、優先度変更処
理手段としても機能するボタン対応処理手段２９３Ｄと、自動消去制御手段２９３Ｅと、
などを備えている。なお、各手段２９３Ｂ，２９３Ｃ，２９３Ｄにて、本発明の情報処理
装置が構成されている。
【００３８】
　管理情報生成手段２９３Ａは、コンテンツデータがＨＤＤ２７０に記憶されたこと、す
なわちコンテンツが録画されたことを認識すると、このコンテンツに関するコンテンツ管
理情報５２０を生成する。具体的には、管理情報生成手段２９３Ａは、録画したコンテン
ツのコンテンツデータに付与された固有の番号などに関するコンテンツＩＤ情報５２１を
生成するとともに、録画処理に利用された予約情報４２０の例えば録画開始日時情報４２
１Ａの日時を記載した録画処理日時情報５２２Ａを生成する。また、この予約情報４２０
の各情報４２１Ｃ，４２２，４２３の内容をそれぞれ記載した録画チャンネル情報５２２
Ｂ、録画タイトル情報５２２Ｃ、録画ジャンル情報５２２Ｄを生成する。そして、各情報
５２２Ａ～５２２Ｄを組み込んだコンテンツ基本情報５２２を生成する。さらに、管理情
報生成手段２９３Ａは、各フラグ４２４～４２６の内容をそれぞれ記載した各フラグ５２
３～５２５を生成するとともに、消去ポイントが０である旨の消去ポイント情報５２６を
生成する。さらに、設定消去日数情報４２７に日数が記載されている場合、この日数を記
載した消去日数情報５２７Ｂを生成する。そして、この消去日数情報５２７Ｂと、視聴回
数が０回である旨の視聴回数情報５２７Ａと、延期日数が０日である旨の延期日数情報５
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２７Ｃと、を組み込んだ演算用情報５２７を生成する。ここで、設定消去日数情報４２７
に日数が記載されていない場合、消去日数情報５２７Ｂが組み込まれていない演算用情報
５２７を生成する。そして、各情報５２１，５２２，５２６，５２７、各フラグ５２３～
５２５を組み込んだコンテンツ管理情報５２０を生成して、コンテンツ管理リスト情報５
００に組み込むとともに、この組み込んだコンテンツ管理情報５２０の数を録画数情報５
１０の総数Ｙに加算する。
【００３９】
　消去ポイント演算手段２９３Ｂは、コンテンツ管理情報５２０のコンテンツ基本情報５
２２および演算用情報５２７に基づいて、このコンテンツ管理情報５２０に対応するコン
テンツの消去ポイントを演算する。すなわち、自動消去の優先度を設定する。具体的には
、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、ボタン対応処理手段２９３Ｄや自動消去制御手段２
９３Ｅの制御により、計時手段２９５からの後述する現在日時情報に基づく現在時刻およ
び録画処理日時情報５２２Ａに基づいて、コンテンツが録画されてからのデータ状態対応
数値としての経過日数（以下、録画経過日数と称す）を認識する。さらに、自動制御フラ
グ５２５が「１」であること、すなわちコンテンツの自動消去が自動制御消去である旨を
認識すると、録画ジャンル情報５２２Ｄに基づいて、このコンテンツのジャンルを認識す
る。そして、このジャンルに対応する内容対応数値としてのポイント（以下、ジャンルポ
イントと称す）を認識する。ここで、ジャンルポイントは、例えばシリーズ番組などの各
放送日で放送されるコンテンツに関連性が高く一般的に早く自動消去させるのが好ましく
ないジャンルについては低く設定され、関連性が低く早く自動消去させても問題が少ない
ジャンルについては高く設定されている。すなわち、例えば「ドラマ」は２ポイント、「
バラエティ」は３ポイント、「スポーツ」は５ポイントなどに設定され、他のジャンルに
関しても同様に設定されている。さらに、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、視聴回数情
報５２７Ａに基づいてコンテンツのデータ状態対応数値としての視聴回数を認識するとと
もに、延期日数情報５２７Ｃに基づいて延期日数を認識する。そして、例えば以下に示す
数１に基づいて、消去ポイントを演算する。
【００４０】
　（数１）
　　Ｐ１＝２０－Ｊ×Ｋ＋Ｓ×１０／Ｊ＋Ｅ
　　　Ｐ１：消去ポイント
　　　Ｊ：ジャンルポイント
　　　Ｋ：録画経過日数
　　　Ｓ：視聴回数
　　　Ｅ：延期日数
【００４１】
　また、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、自動制御フラグ５２５が「０」であること、
すなわちコンテンツの自動消去が手動制御消去である旨を認識すると、消去日数情報５２
７Ｂに基づいて、消去日数を認識する。さらに、各情報５２７Ａ，５２７Ｃに基づいて、
視聴回数および延期日数を認識する。そして、例えば以下に示す数２に基づいて、消去ポ
イントを演算する。
【００４２】
　（数２）
　　Ｐ２＝２×Ｆ－２×Ｋ＋Ｓ×３＋２×Ｅ
　　　Ｐ２：消去ポイント
　　　Ｆ：消去日数
【００４３】
　なお、ここでは、視聴回数が多いほど数１や数２に基づいて演算される消去ポイントが
大きい値となる、すなわち優先度が低くなる構成について例示するが、視聴回数が多いほ
ど消去ポイントが小さい値となる、すなわち優先度が高くなる構成としてもよい。
【００４４】
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　さらに、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、数１または数２に基づいて演算した消去ポ
イントを消去ポイント情報５２６に記載する処理、すなわち消去ポイント情報５２６の更
新処理を実施する。なお、消去ポイントを演算する式としては、上述した数１や数２に限
らず、適宜他の式を用いる構成としてもよい。
【００４５】
　リスト表示制御手段２９３Ｃは、録画したコンテンツに関する各種情報を出力装置３０
０で表示させる処理をする。具体的には、リスト表示制御手段２９３Ｃは、入力手段２６
０から自動消去対象の全てのコンテンツのリストを出力装置３００の表示部３２０で表示
させる旨の操作信号を取得すると、コンテンツ管理リスト情報５００から自動消去フラグ
５２４が「１」のコンテンツ管理情報５２０を検索する。そして、この検索したコンテン
ツ管理情報５２０に組み込まれた消去ポイント情報５２６の消去ポイントが低い順に、コ
ンテンツ管理情報５２０の各種情報を並べた例えば図５に示すような消去全体リスト画面
６００を表示部３２０の表示領域３２１に表示させる処理をする。
【００４６】
　ここで、消去全体リスト画面６００は、消去全体リスト画面６００における上方から下
方にかけて設けられた全体リスト領域６１０と、この全体リスト領域６１０の下方に設け
られた操作ボタン領域６２０と、などを備えている。全体リスト領域６１０には、例えば
１０個の消去対象コンテンツ情報６１１が上下方向に並んで表示される。この消去対象コ
ンテンツ情報６１１は、自動消去対象のコンテンツ（以下、自動消去コンテンツと称す）
に関する情報である。そして、この消去対象コンテンツ情報６１１は、ポイント順序６１
２と、チャンネル６１３と、タイトル６１４と、消去ポイント６１５と、視聴回数６１６
と、録画種類６１７と、消去種類６１８と、を備えている。ポイント順序６１２は、コン
テンツの消去ポイント６１５に基づく順序を示す。チャンネル６１３、タイトル６１４、
消去ポイント６１５、視聴回数６１６は、録画チャンネル情報５２２Ｂ、録画タイトル情
報５２２Ｃ、消去ポイント情報５２６、視聴回数情報５２７Ａのそれぞれの内容を示す。
録画種類６１７は、自動予約フラグ５２３の設定内容、すなわちコンテンツが自動録画予
約または手動録画予約で録画された旨を示す。消去種類６１８は、自動制御フラグ５２５
の設定内容、すなわち自動消去が自動制御消去または手動制御消去で実施される旨を示す
。また、各消去対象コンテンツ情報６１１の左側には、ボタン対応処理手段２９３Ｄの制
御により、コンテンツが後述する消去延期ボタン６２１、消去不可ボタン６２２、強制消
去ボタン６２３に対応する処理の対象として選択されている旨を示す想像線で示すような
選択マーク６１９が適宜表示される。
【００４７】
　操作ボタン領域６２０には、優先度変更選択情報としての消去延期ボタン６２１と、対
象除外選択情報としての消去不可ボタン６２２と、強制消去選択情報としての強制消去ボ
タン６２３と、大種別選択ボタン６２４と、メニューボタン６２５と、前頁ボタン６２６
と、次頁ボタン６２７と、が左右方向に並んで表示される。消去延期ボタン６２１は、選
択マーク６１９が表示された消去対象コンテンツ情報６１１のコンテンツ（以下、選択コ
ンテンツと略す）の消去日数を延期する際に選択される。消去不可ボタン６２２は、選択
コンテンツを自動消去の対象から外す際に選択される。強制消去ボタン６２３は、選択コ
ンテンツをＨＤＤ２７０から強制的に消去する際に選択される。なお、消去日数を延期す
る処理、自動消去の対象から外す処理、強制的に消去する処理が本発明の所定の処理に対
応する。大種別選択ボタン６２４は、後述する例えば図６に示すような大種別選択画面７
００を表示させる際に選択される。メニューボタン６２５は、図示しないメニュー画面を
表示させる際に選択される。前頁ボタン６２６は、現在表示されている消去対象コンテン
ツ情報６１１のコンテンツよりもポイント順序が前のコンテンツに関する消去全体リスト
画面６００を表示させる際に選択される。次頁ボタン６２７は、現在表示されている消去
対象コンテンツ情報６１１のコンテンツよりもポイント順序が後ろのコンテンツの消去全
体リスト画面６００を表示させる際に選択される。
【００４８】



(14) JP 4347782 B2 2009.10.21

10

20

30

40

50

　そして、リスト表示制御手段２９３Ｃは、ボタン対応処理手段２９３Ｄから大種別選択
ボタン６２４を選択する入力操作（以下、選択操作と略す）が実施された旨の信号を認識
すると、大種別選択画面７００を表示領域３２１に表示させる。さらに、各ボタン６２５
～６２７が選択操作された旨の信号を認識すると、メニュー画面や上述したような消去全
体リスト画面６００を表示させる。
【００４９】
　ここで、大種別選択画面７００は、大種別選択画面７００における上方から下方にかけ
て設けられた大種別ボタン領域７１０と、この大種別ボタン領域７１０の下方に設けられ
た操作ボタン領域７２０と、などを備えている。大種別ボタン領域７１０には、例えば５
個の大種別ボタン７１１が上下方向に並んで表示される。この大種別ボタン７１１は、後
述する小種別リスト画面９００に表示されるコンテンツの大まかな種別（以下、大種別と
称す）、例えば「ジャンル別」や「録画日付別」などの大種別の特定の際に選択される。
操作ボタン領域７２０には、全体リストボタン７２１と、メニューボタン７２２と、前頁
ボタン７２３と、次頁ボタン７２４と、が左右方向に並んで表示される。全体リストボタ
ン７２１は、消去全体リスト画面６００を表示させる際に選択される。前頁ボタン７２３
や次頁ボタン７２４は、現在表示されている大種別ボタン７１１の大種別と異なる大種別
に関する大種別選択画面７００を表示させる際に操作される。
【００５０】
　そして、リスト表示制御手段２９３Ｃは、ボタン対応処理手段２９３Ｄからいずれか１
つの大種別、例えば「ジャンル」の大種別ボタン７１１が選択操作された旨の信号を認識
すると、図７に示すような小種別選択画面８００を表示領域３２１に表示させる。ここで
、「録画日付別」や「タイトル別」の大種別ボタン７１１が選択操作された旨を認識する
と、それらの大種別に対応する小種別選択画面８００と同様の画面を表示させる。また、
各ボタン７２１～７２４が選択操作された旨の信号を認識すると、消去全体リスト画面６
００、メニュー画面、上述したような大種別選択画面７００を表示させる。
【００５１】
　ここで、小種別選択画面８００は、小種別選択画面８００における上方から下方にかけ
て設けられた小種別ボタン領域８１０と、この小種別ボタン領域８１０の下方に設けられ
た操作ボタン領域８２０と、などを備えている。小種別ボタン領域８１０には、例えば５
個の小種別ボタン８１１が上下方向に並んで表示される。この小種別ボタン８１１は、小
種別リスト画面９００に表示されるコンテンツの大種別よりも細かな種別（以下、小種別
と称す）、例えば「ニュース」や「スポーツ」などの小種別の特定の際に選択される。操
作ボタン領域８２０には、大種別選択ボタン８２１と、メニューボタン８２２と、前頁ボ
タン８２３と、次頁ボタン８２４と、が左右方向に並んで表示される。大種別選択ボタン
８２１は、大種別選択画面７００を表示させる際に選択される。前頁ボタン８２３や次頁
ボタン８２４は、現在表示されている小種別ボタン８１１の小種別と異なる小種別に関す
る小種別選択画面８００を表示させる際に選択される。
【００５２】
　そして、リスト表示制御手段２９３Ｃは、ボタン対応処理手段２９３Ｄからいずれか１
つの小種別、例えば「ドラマ」の小種別ボタン８１１が選択操作された旨の信号を認識す
ると、自動消去コンテンツに対応するコンテンツ管理情報５２０の録画ジャンル情報５２
２Ｄに基づいて、ジャンルが「ドラマ」のコンテンツ管理情報５２０を検索する。さらに
、この検索したコンテンツ管理情報５２０のコンテンツに関する図８に示すような小種別
リスト画面９００を表示領域３２１に表示させる。ここで、「スポーツ」や「バラエティ
」の小種別ボタン８１１が選択操作された旨を認識すると、これらの小種別に対応する小
種別リスト画面９００と同様の画面を表示させる。また、各ボタン８２１～８２４が選択
操作された旨の信号を認識すると、大種別選択画面７００、メニュー画面、上述したよう
な小種別選択画面８００を表示させる。
【００５３】
　ここで、小種別リスト画面９００は、小種別リスト画面９００における上方から下方に
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かけて設けられた小種別リスト領域９１０と、この小種別リスト領域９１０の下方に設け
られた操作ボタン領域９２０と、などを備えている。小種別リスト領域９１０には、例え
ば１０個の消去対象コンテンツ情報９１１が上下方向に並んで表示される。この消去対象
コンテンツ情報９１１は、選択操作された小種別ボタン８１１の小種別に対応する自動消
去コンテンツに関する情報である。そして、この消去対象コンテンツ情報９１１は、ポイ
ント順序９１２と、チャンネル９１３と、タイトル９１４と、消去ポイント９１５と、視
聴回数９１６と、録画種類９１７と、消去種類９１８と、を備えている。また、各消去対
象コンテンツ情報９１１の左側には、選択マーク９１９が適宜表示される。操作ボタン領
域９２０には、優先度変更選択情報としての消去延期ボタン９２１と、対象除外選択情報
としての消去不可ボタン９２２と、強制消去選択情報としての強制消去ボタン９２３と、
小種別選択ボタン９２４と、メニューボタン９２５と、前頁ボタン９２６と、次頁ボタン
９２７と、が左右方向に並んで表示される。各ボタン９２１～９２３，９２５～９２７は
、各ボタン６２１～６２３，６２５～６２７とそれぞれ同様の処理を実施させる際に選択
される。小種別選択ボタン９２４は、小種別選択画面８００を表示させる際に選択される
。
【００５４】
　なお、各画面６００，９００に、１０個以外の例えば２０個や５個の消去対象コンテン
ツ情報６１１，９１１が表示される構成としてもよい。また、各画面７００，８００に５
個以外の例えば３個や１０個の各種別ボタン７１１，８１１が表示される構成としてもよ
い。
【００５５】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃは、入力手段２６０からＨＤＤ２７０に録画した全
てのコンテンツのリストを出力装置３００の表示部３２０で表示させる旨の操作信号を取
得すると、これらのコンテンツのリストに関する画面を表示部３２０の表示領域３２１で
表示させる処理をする。
【００５６】
　ボタン対応処理手段２９３Ｄは、各ボタン６２１～６２７，７１１，７２１～７２４，
８１１，８２１～８２４，９２１～９２７に対応する各種処理を実施する。具体的には、
ボタン対応処理手段２９３Ｄは、各ボタン６２４～６２７，７１１，７２１～７２４，８
１１，８２１～８２４，９２４～９２７を選択する旨の操作信号を入力手段２６０から取
得すると、その旨の信号をリスト表示制御手段２９３Ｃへ出力する。
【００５７】
　また、ボタン対応処理手段２９３Ｄは、例えば小種別リスト画面９００が表示された状
態において、「笑って笑って！」の選択コンテンツに対応する消去対象コンテンツ情報９
１１を選択する旨の操作信号を取得すると、この消去対象コンテンツ情報９１１の左側に
選択マーク９１９を表示させる。また、例えば選択マークが９１９が表示されている消去
対象コンテンツ情報９１１を再び選択する旨の操作信号を取得すると、選択マーク９１９
の表示を終了させる。さらに、選択マーク９１９が表示されている状態において、各ボタ
ン６２１～６２３，９２１～９２３のうちのいずれか１つを選択する旨の操作信号を取得
すると、この選択マーク９１９が表示された消去対象コンテンツ情報６１１，９１１に対
応するコンテンツ管理情報５２０をコンテンツ管理リスト情報５００から検索する。
【００５８】
　そして、ボタン対応処理手段２９３Ｄは、消去延期ボタン６２１，９２１を選択する旨
の操作信号を取得している場合、延期日数を設定入力する旨の画面を表示部３２０で表示
させるとともに、利用者により設定入力された延期日数に関する設定延期日数情報を取得
する。そして、コンテンツ管理情報５２０の延期日数情報５２７Ｃの日数に設定延期日数
情報の延期日数を加算する処理、すなわち自動消去するまでの日数を延期する処理をする
。さらに、消去ポイント演算手段２９３Ｂに、この変更された延期日数情報５２７Ｃに基
づいて消去ポイントを再演算させて、すなわち自動消去の優先度を再設定させて、消去ポ
イント情報５２６を更新させる。そして、リスト表示制御手段２９３Ｃに、ポイント順序
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を再設定させて各画面６００，９００を表示させる処理をする。例えば、図８に示すよう
な状態において消去延期ボタン９２１を選択する旨を認識しかつ延期日数が１０日に設定
された場合、「笑って笑って！」の選択コンテンツに対応する消去ポイントを２８ポイン
トと再演算させるとともに、延期日数の変更によりポイント順序が変更された例えば図９
に示すような小種別リスト画面９００を表示させる処理をする。
【００５９】
　また、ボタン対応処理手段２９３Ｄは、消去不可ボタン６２２，９２２を選択する旨の
操作信号を取得している場合、コンテンツ管理情報５２０の自動消去フラグ５２４を「０
」に設定する処理、すなわち自動消去の対象から外す処理をする。さらに、強制消去ボタ
ン６２３，９２３を選択する旨の操作信号を取得している場合、コンテンツ管理情報５２
０を削除するとともに、記録再生処理手段２５０にこのコンテンツ管理情報５２０に対応
するコンテンツデータをＨＤＤ２７０から消去させる処理をする。
【００６０】
　自動消去制御手段２９３Ｅは、現在時刻が例えばあらかじめ設定された時刻であること
を認識すると、記録再生処理手段２５０などの動作を制御して、コンテンツを自動消去す
る。具体的には、自動消去制御手段２９３Ｅは、コンテンツ管理情報５２０の自動消去フ
ラグ５２４が「１」であること、すなわちコンテンツ管理情報５２０に対応するコンテン
ツが自動消去対象であることを認識すると、消去ポイント演算手段２９３Ｂに、このコン
テンツの消去ポイントを演算させる。そして、この演算させた消去ポイントが０以下であ
ることを認識すると、コンテンツ管理情報５２０を削除するとともに、記録再生処理手段
２５０にこのコンテンツ管理情報５２０に対応するコンテンツデータをＨＤＤ２７０から
消去させる処理、すなわちコンテンツを消去する処理をする。
【００６１】
　再生制御手段２９４は、デジタル処理部２２０、デコーダ２３０、記録再生処理手段２
５０などの動作を制御して、所望のテレビ放送番組のコンテンツデータを出力装置３００
へ出力して再生させる処理をする。具体的には、再生制御手段２９４は、入力手段２６０
における例えば出力装置３００で一覧表示されるサムネイルを選択する入力操作などにて
特定されたり、いわゆるタイマ再生などあらかじめ所定時間に選択要求されているコンテ
ンツデータをＨＤＤ２７０から読み出し、デジタル処理部２２０やデコーダ２３０で適宜
処理して出力装置３００へ出力する。また、再生したコンテンツデータに対応するコンテ
ンツ管理情報５２０の視聴回数情報５２７Ａの回数に１を加算する処理をする。
【００６２】
　計時手段２９５は、例えば内部クロックなどの基準パルスに基づいて現在日時を計時す
る。そして、この計時した現在日時に関する現在日時情報を適宜出力する。
【００６３】
〔コンテンツ記録再生システムの動作〕
　次に、記録再生システム１００の動作として、コンテンツの自動消去処理について図面
を参照して説明する。図１０は、コンテンツの自動消去処理を示すフローチャートである
。
【００６４】
　まず、記録再生装置２００は、ＣＰＵ２９０の自動消去制御手段２９３Ｅにて、現在時
刻があらかじめ設定された時刻になったことを認識すると、図１０に示すように、図示し
ないカウンタのカウンタ値Ｚを１に設定する（ステップＳ１０１）。そして、コンテンツ
管理リスト情報５００のカウンタ値Ｚで示される順序に対応するコンテンツ（以下、Ｚ番
目のコンテンツと略す）が自動消去対象か否かを判断する（ステップＳ１０２）。このス
テップＳ１０２において、自動消去対象でないと判断した場合、カウンタ値Ｚが録画数情
報５１０の録画数Ｙと一致するか否かを判断する（ステップＳ１０３）。このステップＳ
１０３において、録画数Ｙと一致すると判断した場合、自動消去処理を終了する。一方、
ステップＳ１０３において、録画数Ｙと一致しないと判断した場合、カウンタ値Ｚに１を
加え（ステップＳ１０４）、ステップＳ１０２に戻る。
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【００６５】
　一方、ステップＳ１０２において、コンテンツ管理手段２９３は、自動消去制御手段２
９３Ｅで自動消去対象であると判断した場合、消去ポイント演算手段２９３Ｂにて、この
コンテンツの録画経過日数を認識する（ステップＳ１０５）。この後、消去ポイント演算
手段２９３Ｂは、このコンテンツの自動消去が自動制御消去か否かを判断する（ステップ
Ｓ１０６）。このステップＳ１０６において、自動制御消去であると判断した場合、この
コンテンツのジャンルポイントを認識するとともに（ステップＳ１０７）、視聴回数を認
識する（ステップＳ１０８）。さらに、このコンテンツの延期日数を認識する（ステップ
Ｓ１０９）。一方、ステップＳ１０６において、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、手動
制御消去であると判断した場合、このコンテンツの消去日数を認識し（ステップＳ１１０
）、ステップＳ１０９の処理を実施する。そして、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、ス
テップＳ１０９の処理を実施すると、消去ポイントを演算する（ステップＳ１１１）。こ
の後、自動消去制御手段２９３Ｅは、この消去ポイントが０以下か否かを判断する（ステ
ップＳ１１２）。このステップＳ１１２において、自動消去制御手段２９３Ｅは、０以下
であると判断した場合、コンテンツを消去する処理を実施し（ステップＳ１１３）、ステ
ップＳ１０３の処理を実施する。一方、ステップＳ１１２において、０以上であると判断
した場合、消去ポイント演算手段２９３Ｂに、消去ポイントを更新させる処理を実施し（
ステップＳ１１４）、ステップＳ１０３の処理を実施する。
【００６６】
〔コンテンツ記録再生システムの作用効果〕
　上述したように、上記実施の形態では、記録再生装置２００のＣＰＵ２９０は、リスト
表示制御手段２９３Ｃにて、自動消去対象の全てのコンテンツのリストを出力装置３００
で表示させる旨を認識すると、コンテンツ管理リスト情報５００から自動消去フラグ５２
４が「１」のコンテンツ管理情報５２０を検索する。すなわち、自動消去コンテンツに対
応するコンテンツ管理情報５２０を検索する。そして、リスト表示制御手段２９３Ｃは、
自動消去コンテンツのみに対応するコンテンツ管理情報５２０の録画チャンネル情報５２
２Ｂや録画タイトル情報５２２Ｃなどに基づいて、自動消去コンテンツに関する消去対象
コンテンツ情報６１１を消去全体リスト画面６００として出力装置３００に表示させる。
このため、記録再生装置２００は、消去全体リスト画面６００の表示により、ＨＤＤ２７
０に録画されたコンテンツのうちの自動消去コンテンツのみに関する各種情報を利用者に
認識させることができる。したがって、記録再生装置２００は、利用者に自動消去コンテ
ンツを容易に認識させることができる。また、利用者は、例えば自動消去対象のコンテン
ツに自動消去させたくないコンテンツが含まれている場合、この自動消去させたくないコ
ンテンツを容易に認識できる。
【００６７】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃは、自動消去コンテンツのうちの特定の種別、例え
ば特定のジャンルのコンテンツのみに関する消去対象コンテンツ情報９１１を小種別リス
ト画面９００として表示させる。このため、利用者は、例えばジャンルが「ドラマ」の自
動消去コンテンツを認識したい場合、小種別リスト画面９００を表示させる操作をするだ
けの簡単な構成で認識できる。したがって、記録再生装置２００は、利用者に自動消去コ
ンテンツを良好に認識させることができる。
【００６８】
　さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃは、自動消去対象の複数のコンテンツに関する例
えば消去対象コンテンツ情報６１１を消去全体リスト画面６００として表示させる。この
ため、利用者は、１つの消去全体リスト画面６００により、自動消去対象の複数のコンテ
ンツを認識できる。したがって、記録再生装置２００は、利用者に自動消去コンテンツを
より良好に認識させることができる。
【００６９】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃは、消去ポイント情報５２６を消去ポイント６１５
，９１５とした各画面６００，９００を表示させる。このため、利用者は、消去ポイント
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６１５，９１５により自動消去の優先度を認識できる。
【００７０】
　さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃは、消去ポイント６１５，９１５が低い順、すな
わち自動消去の優先度が高い順に消去対象コンテンツ情報６１１，９１１を並べた各画面
６００，９００を表示させる。このため、利用者は、消去対象コンテンツ情報６１１，９
１１の並び順により、自動消去の優先度を容易に認識できる。したがって、利用者は、例
えば自動消去対象のコンテンツに自動消去させたくないコンテンツが含まれている場合、
この自動消去させたくないコンテンツの優先度を容易に認識できる。
【００７１】
　そして、リスト表示制御手段２９３Ｃは、例えば小種別リスト画面９００に消去延期ボ
タン９２１を表示させる。そして、ボタン対応処理手段２９３Ｄは、所定の消去対象コン
テンツ情報９１１を選択する旨、および、消去延期ボタン９２１を選択する旨の操作信号
を取得すると、選択された消去対象コンテンツ情報９１１に対応するコンテンツの自動消
去残存期間を延期する処理をする。このため、利用者は、自動消去コンテンツのみに関す
る消去対象コンテンツ情報９１１と、消去延期ボタン９２１と、が表示される小種別リス
ト画面９００により、自動消去コンテンツの自動消去残存期間を容易に延期できる。すな
わち、自動消去の優先度を容易に低く変更できる。
【００７２】
　さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃは、例えば小種別リスト画面９００に消去不可ボ
タン９２２を表示させる。そして、ボタン対応処理手段２９３Ｄは、所定の消去対象コン
テンツ情報９１１および消去不可ボタン９２２を選択する旨の操作信号を取得すると、こ
の消去対象コンテンツ情報９１１に対応するコンテンツを自動消去の対象から外す処理を
する。このため、利用者は、自動消去コンテンツのみに関する消去対象コンテンツ情報９
１１と、消去不可ボタン９２２と、が表示される小種別リスト画面９００により、自動消
去コンテンツを自動消去の対象から容易に外すことができる。
【００７３】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃは、例えば小種別リスト画面９００に強制消去ボタ
ン９２３を表示させる。そして、ボタン対応処理手段２９３Ｄは、所定の消去対象コンテ
ンツ情報９１１および強制消去ボタン９２３を選択する旨の操作信号を取得すると、この
消去対象コンテンツ情報９１１に対応するコンテンツのコンテンツデータをＨＤＤ２７０
から消去するとともに、このコンテンツのコンテンツ管理情報５２０を削除する。このた
め、利用者は、自動消去コンテンツのみに関する消去対象コンテンツ情報９１１と、強制
消去ボタン９２３と、が表示される小種別リスト画面９００により、自動消去コンテンツ
を容易に強制消去できる。
【００７４】
　そして、ＣＰＵ２９０は、コンテンツ管理情報５２０に対応するコンテンツの消去ポイ
ントを演算して、この消去ポイントを消去ポイント情報５２６に記載する消去ポイント演
算手段２９３Ｂを備えている。このため、記録再生装置２００は、例えば消去ポイント演
算手段２９３Ｂを外部に設ける構成と比べて、より迅速に消去ポイント情報５２６を更新
できる。したがって、記録再生装置２００は、コンテンツの自動消去処理をより迅速にで
きる。
【００７５】
　また、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、コンテンツの視聴回数が多いほど消去ポイン
トの値が高くなるような演算処理を実施する。このため、消去ポイント演算手段２９３Ｂ
は、視聴回数が多く一般的に利用者の嗜好に合うコンテンツの消去ポイントをより高く演
算でき、すなわち利用者の嗜好に合うコンテンツの自動消去の優先度をより低く設定でき
る。したがって、記録再生装置２００は、自動消去の優先度を利用者の嗜好に応じて適切
に設定できる。
【００７６】
　さらに、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、ジャンルが「スポーツ」のコンテンツより
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も「ドラマ」のコンテンツの消去ポイントが低くなるような演算処理を実施する。このた
め、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、各放送日で放送されるコンテンツに関連性が高く
一般的に早く自動消去させるのが好ましくない「ドラマ」のコンテンツの自動消去の優先
度を、関連性が低く早く自動消去させても問題が少ない「スポーツ」のコンテンツよりも
低く設定できる。したがって、記録再生装置２００は、自動消去の優先度を内容に応じて
適切に設定できる。
【００７７】
　そして、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、数１や数２に基づいて、すなわちコンテン
ツのジャンルに対応するジャンルポイント、録画経過日数、視聴回数に基づいて、自動消
去残存期間の長さ、すなわち自動消去の優先度に対応する消去ポイントを演算する。この
ため、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、ジャンルポイント、録画経過日数、視聴回数を
加減乗除するだけの簡単な構成で、自動消去の優先度を設定できる。したがって、記録再
生装置２００は、自動消去の優先度をさらに適切に設定できる。
【００７８】
〔実施の形態の変形〕
　なお、本発明は、上述した一実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達
成できる範囲で以下に示される変形をも含むものである。
【００７９】
　すなわち、リスト表示制御手段２９３Ｃに、消去全体リスト画面６００を表示させる機
能、および、小種別リスト画面９００を表示させる機能のうちのいずれか一方の機能を設
けない構成としてもよい。このような構成にすれば、リスト表示制御手段２９３Ｃの構成
を簡略にできる。
【００８０】
　そして、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、各画面６００，９００に１つの消去対象コ
ンテンツ情報６１１，９１１のみを表示させる構成としてもよい。このような構成にすれ
ば、各画面６００，９００に表示させる情報量を少なくでき、各画面６００，９００の視
認性を向上できる。
【００８１】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、各画面６００，９００に消去ポイント６１５
，９１５を表示させない構成としてもよい。このような構成にすれば、各画面６００，９
００に表示させる情報量を少なくでき、各画面６００，９００の視認性を向上できる。
【００８２】
　そして、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、例えば録画した順序や、コンテンツ管理情
報５２０を取得した順序に消去対象コンテンツ情報６１１，９１１を並べた各画面６００
，９００を表示させる構成としてもよい。このような構成にすれば、リスト表示制御手段
２９３Ｃに、消去ポイント６１５，９１５に基づいて自動消去する優先度を設定する機能
を設ける必要がなくなり、リスト表示制御手段２９３Ｃの構成を簡略にできる。
【００８３】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、例えば消去全体リスト画面６００に各ボタン
６２１～６２３の全てを表示させない構成や、各ボタン６２１～６２３のうちのいずれか
１つまたはいずれか２つを表示させる構成としてもよい。これらのような構成にすれば、
操作ボタン領域６２０に表示させる情報量を少なくでき、消去全体リスト画面６００の視
認性を向上できる。また、ボタン対応処理手段２９３Ｄに各ボタン６２１～６２３に対応
する処理を実施する機能を設ける必要がなく、ボタン対応処理手段２９３Ｄの構成を簡略
にできる。なお、小種別リスト画面９００に対しても同様の構成を適用してもよい。
【００８４】
　さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃに、各画面６００，９００に選択コンテンツを再
生する際に選択される再生ボタンや、選択コンテンツを編集する際に選択される編集ボタ
ンを表示させる機能を設ける。そして、ボタン対応処理手段２９３Ｄに、所定の消去対象
コンテンツ情報６１１，９１１を選択する旨、および、再生ボタンや編集ボタンを選択す
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る旨の操作信号を取得した際に、消去対象コンテンツ情報６１１，９１１に対応するコン
テンツを再生したり編集したりする機能を設ける構成としてもよい。このような構成にす
れば、利用者は、自動消去コンテンツのみに関する消去対象コンテンツ情報６１１，９１
１と、再生ボタンや編集ボタンと、が表示される各画面６００，９００により、自動消去
コンテンツが自動消去される前に再生や編集を容易にできる。
【００８５】
　さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、消去対象コンテンツ情報６１１，９１１を
消去ポイント６１５，９１５に対応する表示形態で表示させる構成としてもよい。例えば
消去対象コンテンツ情報６１１の近傍に消去ポイント６１５に対応する丸型、三角型、四
角型などの形状のマークを表示させる構成としてもよい。このような構成にすれば、利用
者は、消去対象コンテンツ情報６１１近傍のマークなどを認識するだけの簡単な構成で、
自動消去の優先度を認識できる。
【００８６】
　また、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、例えば消去対象コンテンツ情報６１１の文字
や背景の表示色における明度、色相、および、彩度のうちの少なくともいずれか１つを消
去ポイント６１５に対応させた構成としてもよい。例えば、消去ポイント６１５が１０以
下の消去対象コンテンツ情報６１１の文字や背景を赤色で表示させ、１１以上の消去対象
コンテンツ情報６１１の文字や背景を黄色で表示させる構成としてもよい。このような構
成にすれば、利用者は、消去対象コンテンツ情報６１１の文字や背景の表示色を認識する
だけの簡単な構成で、自動消去の優先度を認識できる。
【００８７】
　さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、例えば消去対象コンテンツ情報６１１の文
字の大きさを消去ポイント６１５に対応させた構成としてもよい。例えば、消去ポイント
６１５が１０以下の消去対象コンテンツ情報６１１の文字を、１１以上の消去対象コンテ
ンツ情報６１１の文字よりも大きく表示させる構成としてもよい。このような構成にすれ
ば、利用者は、消去対象コンテンツ情報６１１の文字の大きさを認識するだけの簡単な構
成で、自動消去の優先度を認識できる。
【００８８】
　そして、消去ポイント演算手段２９３Ｂにて、視聴回数やジャンルを反映させないで消
去ポイントを演算する構成としてもよい。このような構成にすれば、消去ポイント演算手
段２９３Ｂは、消去ポイントをより容易に演算できる。また、コンテンツ管理情報５２０
に視聴回数情報５２７Ａや録画ジャンル情報５２２Ｄを組み込む必要がなく、コンテンツ
管理情報５２０の構成を簡略にできる。
【００８９】
　さらに、消去ポイント演算手段２９３Ｂにて、自動消去コンテンツのチャンネルや放送
時間などを反映させて、消去ポイントを演算する構成としてもよい。このような構成にす
れば、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、例えば利用者の嗜好に合うコンテンツが放送さ
れるチャンネルや放送時間を反映させて、自動消去の優先度をより適切に設定できる。
【００９０】
　また、消去ポイント演算手段２９３Ｂにて、自動消去コンテンツが手動録画予約に基づ
いて録画されたか否かを反映させて、消去ポイントを演算する構成としてもよい。このよ
うな構成にすれば、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、例えば利用者が手動録画予約によ
り敢えて特定して録画した利用者の嗜好により合う自動消去コンテンツの自動消去の優先
度を、自動録画予約で録画した自動消去コンテンツよりも適宜低く設定できる。したがっ
て、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、自動消去の優先度をさらに適切に設定できる。
【００９１】
　さらに、例えば消去ポイント演算手段２９３Ｂを、本発明のキーワード情報取得手段お
よび関連性認識手段として機能させる構成としてもよい。すなわち、消去ポイント演算手
段２９３Ｂにて、利用者により設定入力されるキーワード情報のキーワードを取得して、
このキーワードと、自動消去コンテンツのタイトルやジャンルあるいは番組詳細と、の関
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連性を認識する。ここで、キーワード情報のキーワードの代わりに、自動録画予約要求情
報のキーワードを適用する構成としてもよい。例えば、キーワードと一致する文字列がタ
イトルなどに含まれている場合に関連性が最も高いと認識し、キーワードと類似する文字
列が含まれている場合に関連性があると認識し、キーワードと一致あるいは類似する文字
列が含まれていない場合に関連性がないと認識する。そして、消去ポイント演算手段２９
３Ｂにて、この関連性を反映させて消去ポイントを演算する構成としてもよい。このよう
な構成にすれば、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、利用者により設定入力されたキーワ
ードとの関連性が高く利用者の嗜好により合う自動消去コンテンツの自動消去の優先度を
、キーワードと関連性が低い自動消去コンテンツよりも適宜低く設定できる。したがって
、消去ポイント演算手段２９３Ｂは、自動消去の優先度をより適切に設定できる。
【００９２】
　そして、消去ポイント演算手段２９３Ｂにて、消去ポイントでなく自動消去残存期間を
直接的に演算する。さらに、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、この自動消去残存期間を
消去ポイント６１５，９１５の代わりに表示させる構成としてもよい。ここで、自動消去
残存期間を直接的に演算する構成としては、例えばコンテンツのジャンル毎に自動消去残
存期間の短くなる割合が異なる状態に演算する構成が例示できる。また、上記実施の形態
において、リスト表示制御手段２９３Ｃにて、消去ポイントを自動消去残存期間に対応す
る日数や時間数に変換して、この日数や時間数を消去ポイント６１５，９１５の代わりに
表示させる構成としてもよい。これらのような構成にすれば、利用者は、自動消去コンテ
ンツが消去されるタイミングを認識できる。したがって、記録再生装置２００の利便性を
より向上できる。
【００９３】
　さらに、消去ポイント演算手段２９３Ｂにて、消去ポイントを数１に基づいて演算する
機能、および、数２に基づいて演算する機能のうちのいずれか一方の機能を設けない構成
としてもよい。このような構成にすれば、消去ポイント演算手段２９３Ｂの構成を簡略に
できる。また、各情報４２０，５２０に各フラグ４２６，５２５を組み込む必要がなく、
各情報４２０，５２０の構成を簡略にできる。さらに、利用者に自動消去を自動制御消去
で実施するか否かを設定入力させる必要がなく、記録再生装置２００の使い勝手を向上で
きる。そして、数１に基づいて演算する機能を設けない構成の場合、消去ポイント演算手
段２９３Ｂに、ジャンルポイントを認識する機能を設ける必要がなく、消去ポイント演算
手段２９３Ｂの構成をより簡略にできる。また、数２に基づいて演算する機能を設けない
構成の場合、各情報４２０，５２０に各情報４２７，５２７Ｂを組み込む必要がなく、各
情報４２０，５２０の構成をより簡略にできる。また、利用者に自動消去するまでの日数
を設定入力させる必要がなく、記録再生装置２００の使い勝手をより向上できる。
【００９４】
　さらに、自動消去制御手段２９３Ｅにて、消去ポイント情報５２６の消去ポイントが０
以下になったことを認識した際に、この消去ポイント情報５２６に対応するコンテンツを
削除する構成について例示したが、これに限らず例えば以下のような構成などとしてもよ
い。すなわち、自動消去制御手段２９３Ｅにて、ＨＤＤ２７０の録画可能な容量が所定容
量以下となったことを認識した際に、消去ポイントが小さい順にコンテンツを削除する構
成としてもよい。
【００９５】
　また、本発明の情報処理装置を記録再生装置２００に適用した構成に限らず、コンテン
ツデータを記録するのみの記録装置に適用してもよい。また、本発明のコンテンツデータ
としてテレビ放送番組のコンテンツデータを例示したが、これに限らず、ラジオ放送番組
、衛星放送番組、配信される音楽や映像などのコンテンツなどをもコンテンツデータの対
象とすることができ、データ記憶手段に記憶されたコンテンツデータが自動的に消去され
る対象か否かを利用者に認識させるいずれの構成が適用できる。また、本発明の情報処理
装置を、リスト表示制御手段２９３Ｃのみを独立させた構成、各手段２９３Ｃ，２９３Ｄ
を独立させた構成、各手段２９３Ｂ，２９３Ｃ，２９３Ｄを独立させた構成、各手段２９
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３Ｂ，２９３Ｃを独立させた構成、各手段２９３Ｂ，２９３Ｃ，２９３Ｅを独立させた構
成に適用してもよい。
【００９６】
　上述した各機能をプログラムとして構築したが、例えば回路基板などのハードウェアあ
るいは１つのＩＣ（Integrated Circuit）などの素子にて構成するなどしてもよく、いず
れの形態としても利用できる。なお、プログラムや別途記録媒体から読み取らせる構成と
することにより、取扱が容易で、利用の拡大が容易に図れる。
【００９７】
　その他、本発明の実施の際の具体的な構造および手順は、本発明の目的を達成できる範
囲で他の構造などに適宜変更できる。
【００９８】
〔実施形態の作用効果〕
　上述したように、上記実施の形態では、記録再生装置２００のＣＰＵ２９０は、自動消
去対象の全てのコンテンツのリストを出力装置３００で表示させる旨を認識すると、コン
テンツ管理リスト情報５００から自動消去コンテンツに対応するコンテンツ管理情報５２
０を検索する。そして、ＣＰＵ２９０は、自動消去コンテンツのみに対応するコンテンツ
管理情報５２０に基づいて、自動消去コンテンツに関する消去対象コンテンツ情報６１１
を消去全体リスト画面６００として出力装置３００に表示させる。このため、記録再生装
置２００は、消去全体リスト画面６００の表示により、ＨＤＤ２７０に録画されたコンテ
ンツのうちの自動消去コンテンツのみに関する各種情報を利用者に認識させることができ
る。したがって、記録再生装置２００は、利用者に自動消去コンテンツを容易に認識させ
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明の一実施の形態に係るコンテンツ記録再生システムの概略構成を示すブロ
ック図である。
【図２】本発明の一実施の形態における録画予約リスト情報の概略構成を示す模式図であ
る。
【図３】本発明の一実施の形態におけるコンテンツ管理リスト情報の概略構成を示す模式
図である。
【図４】本発明の一実施の形態における記録再生装置を構成するＣＰＵの概略構成を示す
模式図である。
【図５】本発明の一実施の形態における消去全体リスト画面の概略構成を示す模式図であ
る。
【図６】本発明の一実施の形態における大種別選択画面の概略構成を示す模式図である。
【図７】本発明の一実施の形態における小種別選択画面の概略構成を示す模式図である。
【図８】本発明の一実施の形態における延期日数変更前の小種別リスト画面の概略構成を
示す模式図である。
【図９】本発明の一実施の形態における延期日数変更後の小種別リスト画面の概略構成を
示す模式図である。
【図１０】本発明の一実施の形態におけるコンテンツの自動消去処理を示すフローチャー
トである。
【符号の説明】
【０１００】
　２５０　　データ消去手段としても機能する記録再生処理手段
　２７０　　データ記憶手段としてのＨＤＤ
　２８０　　コンテンツ管理情報記憶手段としてのメモリ
　２９０　　演算手段としてのＣＰＵ
　２９３Ｂ　情報処理装置を構成するキーワード情報取得手段および関連性認識手段とし
ても機能しうる優先度情報生成手段としての消去ポイント演算手段
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　２９３Ｃ　情報処理装置を構成するコンテンツ管理情報取得手段としても機能する表示
制御手段であるリスト表示制御手段
　２９３Ｄ　情報処理装置を構成する強制消去処理手段、除外処理手段、および、優先度
変更処理手段としても機能するボタン対応処理手段
　２９５　　計時手段
　３２０　　表示手段としての表示部
　３２１　　表示領域
　５２０　　コンテンツ管理情報
　５２２Ａ　経過時間情報を構成する録画処理日時情報
　５２２Ｂ　内容情報としての録画チャンネル情報
　５２２Ｃ　内容情報としての録画タイトル情報
　５２２Ｄ　ジャンル情報である内容情報としての録画ジャンル情報
　５２４　　消去対象情報としての自動消去フラグ
　５２６　　優先度情報としての消去ポイント情報
　５２７Ａ　処理状態情報としての視聴回数情報
　６２１，９２１　優先度変更選択情報としての消去延期ボタン
　６２２，９２２　対象除外選択情報としての消去不可ボタン
　６２３，９２３　強制消去選択情報としての強制消去ボタン
　　　Ｊ　　内容対応数値としてのジャンルポイント
　　　Ｋ　　データ状態対応数値としての録画経過日数
　　　Ｐ　　優先度対応数値としての消去ポイント
　　　Ｓ　　データ状態対応数値としての視聴回数

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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